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［１．調査の概要］ 
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１．調査の概要 

 

（１）目的 

本業務は、羽幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に係る羽幌町人口ビジョンを策定

するに当たり必要となる町民等の意識調査を実施し、その基礎資料を作成することを目的とし

ます。 

 

（２）意識調査の種類及び概要 

意識調査は対象ごとに 5 種類実施しました。アンケート調査の種類と概要は以下のとおりで

す。 

 

表 アンケートの種類と概要 

番号 調査の種類 設問項目の概要 

１ 高校生アンケート調査 

・高校卒業後の進路と希望する職業 

・羽幌町内での就職の可能性 

・個人属性 

２ 一般向けアンケート調査 

・結婚（婚活事業、メリットとデメリットなど） 

・子育て（子育て経験、子育て支援事業など） 

・人口減少対策（婚姻率の上昇、出生率の上昇、重点産

業分野） 

・個人属性 

３ 転入者向けアンケート調査

・転入理由 

・羽幌町の魅力と不満 

・居住継続の意向 

・個人属性 

４ 転出者向けアンケート調査

・転出理由 

・羽幌町の魅力と不満 

・再転入の可能性 

・個人属性 

５ 企業向けアンケート調査 

・現在と理想の従業員の年齢構成 

・事業活性化に有効な施策内容 

・企業の属性 
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（３）配付回収の方法 

各アンケート票は、下表の方法で配付回収を行いました。 

 

表 配付回収の方法 

番号 調査の種類 配付回収の方法 

１ 高校生アンケート調査 学校を通じてアンケート票を配付回収 

２～５ 

一般向けアンケート調査 

転入者向けアンケート調査 

転出者向けアンケート調査 

企業向けアンケート調査 

郵送によるアンケート票の配付回収 

 

（４）配付対象者と配付数 

各アンケート票の配付対象者と配付数は、以下のとおりです。 

 

表 配付対象者と配付数 

番号 調査の種類 「配付対象者」と「配付数」 

１ 高校生アンケート調査 

北海道羽幌高等学校  ：全校生徒：157 件 

北海道苫前商業高等学校：同  上： 81 件 

北海道天売高等学校  ：同  上： 4 件 

合計              ：242 件 

２ 一般向けアンケート調査 

年齢階級 男 性 女 性 合 計 

20～29 歳 198 件 196 件 394 件 

30～39 歳 198 件 200 件 398 件 

40～49 歳 72 件 72 件 144 件 

50～59 歳 66 件 66 件 132 件 

60 歳～ 66 件 66 件 132 件 

合計 600 件 600 件 1,200 件 

結婚、出産、子育てに関係の深い年齢階級であるため「20

～29 歳」と「30～39 歳」の配付数を多く設定 

３ 転入者向けアンケート調査 
平成 26 年 3 月から 4 月に転入した 20 歳以上の方 

： 82 件 

４ 転出者向けアンケート調査 
平成 26 年 3 月から 4 月に転出した 20 歳以上の方 

：129 件 

５ 企業向けアンケート調査 羽幌町内 200 社を対象に配付（200 件） 
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（５）配付回収のスケジュール 

アンケート票の配付及び回収のスケジュールは以下のとおりです。 

 

表 配付回収のスケジュール 

番号 調査の種類 配付日 回収期日 

１ 高校生アンケート調査 平成 27 年 5 月 18 日（月） 平成 27 年 5 月 22 日（金）

２～５ 

一般向けアンケート調査 

転入者向けアンケート調査

転出者向けアンケート調査

企業向けアンケート調査 

平成 27 年 5 月 26 日（火） 平成 27 年 6 月 8 日（月）

 

（６）配付回収結果 

各アンケート調査の配付回収結果は、以下のとおりです。 

 

表 配付回収数及び回収率 

番号 調査の種類 配付数 回収数（回収率） 

１ 高校生アンケート調査 242 件 225 件 (93.0％) 

２ 一般向けアンケート調査 1,200 件 346 件 (28.8％) 

３ 転入者向けアンケート調査 82 件 42 件 (51.2％) 

４ 転出者向けアンケート調査 129 件 38 件 (29.5％) 

５ 企業向けアンケート調査 200 件 73 件 (36.5％) 
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子どもの教育 

子どもの教育は、理想が「男女同程度」で 49.9％に対し、実際は「女性中心」と「女性の

み」の合計が 46.9％と、理想と実際に乖離が見られます。最も乖離が見られる世代別は「20

歳代、30 歳代」で、「女性中心」と「女性のみ」の合計が 31.0 ポイント高くなっています。 

 

親の介護 

親の介護は、理想が「男女同程度」で 45.8％に対し、実際は「性別に無関係」が 35.1％

となっており、大きな乖離は見られない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠、出産、子育てに関する不安 
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と多くなっています。 

また「その他」の内容は、産婦人科などの病

院がないという回答が 10 件ありました。 
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が 24.6％とな

ビスの中心と

る層を対象と

援について検

高めるための

意見として、

確保する」、「

をつくる」、「

の確保」があ

高めるための

意見として、

保」及び「羽

ケート調査］

て支援サービ

を受ける立場

支援の利用

2％と最も多

となっており

と回答して

の担い手（提

支援への参加

8.0％と最も

なっています

となる組織づ

とした啓蒙活

検討していく

の方法につい

「収入を安定

「若い世代が

「羽幌町の魅

げられます。

の方法につい

「お祝い金、

幌町で小児科

 

 

ス等の利用と

として 

については、

多く、続いて

り、合計する

います。 

供者）として

加については

も多く、続い

す。 

づくりや、「わ

活動など、地

ことが考えら

ての意見 

定させる、男

雇用を創出す

力を高める」

。 

ての意見 

補助金、出

科、産婦人科

8 

と参加意向

、「できれば

て「ぜひ利用

ると約６割の

て 

は、「できれ

いて「わから

わからない」

地域による子

られます。

男性の収入を

する、青年男

」、「パーテ

出産手当の制

科医の常勤化

ば

の

れ

子

増加させる、

男女が就職で

ィ・合コンの

度を設ける」

化」があげら

あま

した

わ

利用したい

と思わない

5.5%

わからない

18.5%

参

と

わか

24

、結婚に必要

できる、共稼

の開催」、「経

」、「羽幌町で

られます。 

まり利用

たいと思

わない

9.5%

い

無回答

7.2%

参加したい

と思わない

16.2%

らない

4.6%

無

6

要な収入を得

稼ぎできる」

経済的な支援

で出産できる

ぜひ

た

2

できれ

用した

33.2

ぜひ参加

たい

10.7%

あまり参加

したいと思

わない

14.2%

無回答

6.4%

得る」、

、「出

援」及

る産婦

ひ利用し

たい

6.0%

ば利

たい

2%

加し

できれば参

加したい

28.0%



若者等

 

若者

「医療

「水産

ていま

これ

本版

基幹産

地域振

 

 

 

人口減

 

主要

 

 

回答者

 

性別

回

とな

年齢

回

続い

って

 

 

職業

回

く、

アル

 

 

等の就業のた

者等の職を

療・福祉産業

産業」が 10

ます。 

れらの選択肢

CCRC※の

産業の振興に

振興を見据え

減少対策に効

要な意見とし

者の属性 

別 

回答者の性別

なっています

齢 

回答者の年齢

いて「20 歳

ており、20～

業 

回答者の職業

、続いて「無

ルバイト」が

ため重点的に

確保するた

業」が 139

04 件、「農

肢は、地方創

推進や農業、

に関連する産

えた支援が求

効果的と思わ

して、「若者

別は、「女性

す。 

齢構成は、「

歳代」が 24

～30 歳代の

業は、「公務

無職（主婦・

が 15.3％と

に支援すべき

めの重点産

件と最も多

業」が 101

創生に関わり

、水産業及び

産業分野であ

求められてい

われる方法に

者、女性など

性」が 55.8％

 

 

「30 歳代」が

4.9％、「40

の回答者が半

員・団体職員

学生含む）」

となっていま

 

9

き産業分野

産業分野は、

く、続いて

1 件となっ

りの深い日

び観光など

あり、今後、

います。 

についての意

を含めた雇用

％、「男性」

が 29.2％と

0 歳代」が 1

半数以上を占

員」が 25.1

が 19.6％

ます。 

意見 

用の確保」、

が 41.9％

と最も多く、

16.5％とな

占めています

％と最も多

％、「パート・

日本版 CC

希望に応じ

ィブな生活

ケアを受け

日本版 CCR

製

観光

水

医療・福祉

［（２）一般

「住宅の確保

％

な

す。 

CRC とは…「東

じて地方に移り住

を送るとともに

けることができる

RC 構想（素案）（2

0

商業

造業

産業

農業

産業

産業

女

55

50歳

14.7

60

その他

職業

12.

無職（主

婦・学生

含む）

19.7%

般向けアンケ

保」があげら

東京圏をはじめ

住み、地域社会

に、医療介護が

るような地域づく

2015.6 日本版ＣＣ

72

50

女性

5.8%

無回答

2.3%

40歳代

16.5%

歳代

7%

0歳以上

13.9%

パート・ア

ルバイト

15.3%

他の

業

1%

主

生

）

%

無回答

2.6%

ケート調査］

られます。

とする高齢者が

会において健康

が必要な時には

くり」 

ＣＲＣ構想有識者

2

80

93

101

104

100

男性

41.

答

%

20歳代

24.9%

30歳代

29.2%

無回答

0.9%

農業

4.9% 漁業

4.0%

商業

ビ

1

製

建

公務員・

団体職員

25.1%

 
 

が、自らの

康でアクテ

継続的な

者会議）より

139

150

（件）

性

9%

業・サー

ビス業

11.0%

製造業・

建設業

5.2%



［（３）転入

 
（３）転入

 

性別、年齢

性別 

回答者

ています

 

 

年齢階級 

回答者

て「30 歳

 

 

 

職業 

回答者

多い状況

 

 

 

 

 

出身地 

回答者

「羽幌町

 

 

 

転入のきっ

転入の理

「結婚のた

 

 

 

 

 

仕事の都

 

 

入者向けアン

入者向けア

齢、職業、出

者の性別は、

す。 

者の年齢階級

歳代」が 23

者の職業は、

況となってい

者の出身地は

町」が 14.3％

っかけ 

理由は、「仕事

ため」が 4.8

都合の内容は

ンケート調査

アンケート調

身地 

「男性」が 6

級は、「40 歳

.8％、「50 歳

「公務員・団

ます。 

は、「北海道内

％となってい

事の都合」が

％となってい

は、「転勤」が 7

 

査］ 

調査 

69.0％、「女

歳代」が 35.7

歳代」が 21

団体職員」が

内」が 71.4％

います。 

が 81.0％と

います。 

70.6％と大

10 

女性」が 31.

7％と最も多

.4％となっ

が 69.0％と、

％と最も多く

と大部分を占

部分を占めて

.0％となっ

多く、続い

ています。

、突出して

く、続いて

占め、続いて

ています。

パート・

アルバイ

ト

7.1%

その他の

職業

7.1%

女性

31.0%

50歳代

21.4%

60歳

4

北海道

外

11.9%

結婚の

ため

4.8%

家族と

同居

2.4%

その他

2.4%

退職

2.9%

農業

2.4%

公務員・

団体職

員

69.0%

無職（主

婦・学生

含む）

4.8%

2

40歳代

35.7%

歳以上

4.8%

北海道

内

71.4%

無回答

2.4%

仕事の

都合

81.0%

他
無回答

9.5%

通勤

70.6%

その他

5.9%

業

%

商業・

サービス

業

7.1%

製造業・

建設業

2.4%

男性

69.0%

20歳代

14.3%

30歳代

23.8%

羽幌町

14.3%

就職

11.8%

転職

8.8%



 
羽幌町

 

羽幌

続いて

と「そ

一方

が 20

12 件

その

「子ど

「娯楽

術文化

 

 

 

羽幌町

 

満足

と最も

が 33

「満

「不満

を上回

方がや

 

 

今後と

 

居住

るを得

来は町

るかも

が 16

 

 

人口減

 

代表

ます。

町の魅力と不

幌町の魅力は

て「食べ物が

その他」が

方、羽幌町に

0 件と最も多

件、「その他

の他の内容と

どもの医療費

楽施設が乏し

化的な行事や

町に住んで満

足度は、「ど

も多く、続い

3.3％、「満足

満足」と「ど

満足」と「ど

回っており、

やや多い状況

とも羽幌町に

住の継続意向

得ない」が 4

町外に引っ越

もしれないが

6.7％となっ

減少対策等に

表的な意見と

。 

不満 

は、「自然環

がおいしい」

7 件となって

に住んでみて

多く、続いて

」が 9 件と

としては、魅

費が中学生ま

しい」、「就職

や催しが少な

満足している

どちらかとい

いて「どちら

足」が 16.7

どちらかとい

どちらかとい

、羽幌町への

況です。 

に住みつづけ

向は、「将来

45.2％と最

越したい」が

が、羽幌町内

っています。

についての意

として、「観

環境」が 13

」が 9 件、

ています。

て感じた不満

て「買物など

なっていま

魅力が「田舎

まで助成され

職先があまり

ない」などと

るか 

いえば満足」

らかといえば

7％となって

いえば満足」

いえば不満足

の居住に満足

けたいか 

来は町外に引

最も多く、続

が 19.0％、

内に住みつづ

 

意見 

光地としての

11

件と最も多

「通勤・通学

満は、「医療環

ど日常生活」

す。 

舎であること

れる点」、不満

りない」及び

となっていま

が 40.5％

ば不満足」

ています。

」の合計が

足」の合計

足している

っ越さざ

続いて「将

「転居す

づけたい」

の施設の充実

［

どちらか

いえば不

満足

33.3%

将来

外に

さざる

な

45

不満を感

ている点が

改善されれ

ば、住みつ

づけたい

2.4%

多く、

学」

環境」

が

と」、

満が

「芸

ます。 

実」、「賃貸ア

通勤・

食べ

おい

自然

そ

買い

日常

医療

（３）転入者

と

不

不満足

7.1%

無

2

来は町

引っ越

るを得

ない

5.2%

じ

が

れ

つ

い

わからない

9.5%

アパートなど

0 5

通学

物が

いしい

環境

羽

0 5

その他

い物等

常生活

療環境

羽幌

者向けアンケ

満

1

ど

い

回答

2.4%

現在の

宅に住み

づけた

7.1%

外

どが欲しい」

7

9

13

10 15

幌町の魅力

9

12

10 15

幌町の不満

ケート調査］

満足

16.7%

どちらかと

いえば満

足

40.5%

の住

みつ

い

羽幌町内に

住みつづけ

たい

16.7%

将来は町

外に引っ越

したい

19.0%

があげられ

20 25

（件）

20

20 25

（件）

 

れ



［（４）転出

 
（４）転出

 

性別、年齢

性別 

回答者

なってい

 

 

 

年齢階級

回答者

いて「40

それぞれ

 

 

 

職業 

回答者

して多い

 

 

 

 

出身地 

回答者

て「羽幌

 

転出したき

 

転出の理

いて「その

「その他

っています

 

 

仕事の都

回答」が 2

 

 

出者向けアン

出者向けア

齢、職業、出

者の性別は、

います。 

級 

者の年齢階級

0 歳代」が

れ 18.4％とな

者の職業は、

い状況となっ

者の出身地は

幌町」が 13.

きっかけ 

理由は、「仕事

の他」が 10.

他」の内容は、

す。 

都合の内容は

23.7％となっ

ンケート調査

アンケート調

身地 

「男性」が 6

級は、「50 歳

23.7％、「2

なっています

 

「公務員・団

ています。 

は、「北海道内

2％となって

 

事の都合」が

5％となって

、進学、病気

は、「転勤」が 4

っています。

 

査］ 

調査 

65.8％、「女

代」が 26.3

20 歳代」と

す。 

団体職員」が

内」が 86.1％

ています。

が 81.6％と

ています。

気及び福祉施

44.7％と最

 

12 

女性」が 28

3％と最も多

と「60 歳以

が 68.4％と、

％と最も多く

と大部分を占

施設からの退

最も多く、続い

8.9％と

多く、続

以上」が

、突出

く、続い

占め、続

退去とな

いて「無

 

女性

28.

道外

5.3%

結婚の

ため

2.6%

家族と

同居す

るため

5.3%

そ

1

その他

15.8%

無

50歳代

26.3%

60歳以

上

18.4%

その他

の職業

2.6%

無職

（主婦・

学生含

む）

21.1%

男性

65.8%

性

9%

無回

答

5.3%

羽幌

13.2

道内

81.6%

仕事の

都合

81.6%

その他

10.5%

就職

2.6%

転職

2.6%

転勤

44.7%
退職

10.5%

無回答

23.7%

20歳代

18.4% 3

40歳代

23.7%

代

%

商業・

サービ

ス業

5.3%

製

業

設

2

公務

員・団

体職員

68.4%

幌町

2%

の

職

%

0歳代

13.2%

製造

業・建

設業

2.6%



 
羽幌町

 

羽幌

続いて

が 9

一方

が 2

12 件

向けア

その

砿」及

信」、

風」等

 

 

 

羽幌町

 

満足

続いて

「満足

機会が

 

羽幌

がそれ

28.9

 

 

 

 

 

人口減

 

代表

療機関

町の魅力と不

幌町の魅力は

て「食べ物が

件となって

方、羽幌町に

22 件と最も

件、「物価が

アンケートと

の他の内容と

及び「人」、

「島に行きづ

等となってい

町に住んで、

足度は、「どち

て「満足」が

足」、あるいは

があれば、羽

幌町への再転

れぞれ 31.6

9％となって

減少対策等に

表的な意見と

関の充実」が

不満 

は、「自然環

がおいしい」

います。 

に住んでみて

も多く、続い

が高い」が 1

と概ね同様の

としては、魅

不満は「宿

づらい環境」

います。 

、満足だった

ちらかといえ

が 31.6％と

は「どちらか

羽幌町にもう

転入の意向は

6％となって

ています。 

についての意

として、「島

があげられま

環境」が 23

」が 22 件、

て感じた不満

て「買物など

1 件となって

の結果となっ

魅力が「甘え

泊施設」、「水

」、「ゴミの収

たか 

えば満足」が

となっていま

かといえば満

 

 

 

う一度住みた

は、「住みたい

ており、続い

意見 

・甘えび・炭

ます。 

13

件と最も多

、「通勤・通

満は、「医療環

ど日常生活」

ており、転入

っています。

えび」、「島」、

水産物の情報

収集」及び

が 52.6％と最

ます。８割以

満足」となって

たいか 

い」と「住む気

いて「わから

炭砿跡を観光

［

多く、

通学」

環境」

」が

入者

 

「炭

報発

「強

最も多く、

以上の方が

ています。

気はない」

らない」が

光資源にする

通勤・

食べ

おい

自然

買物

日常

医療

（４）転出者

る」、「就職場

どち

とい

満

52

どちらか

と言えば

不満足

7.9%

不

2

わからない

28.9%

不満だ

点が改

されれ

住みた

2.6%

0 5

・通学

べ物が

いしい

然環境

羽

0 5

物価

物など

常生活

療環境

羽幌

者向けアンケ

場所を増やす

ちらか

いえば

満足

2.6%

か

ば

不満足

2.6%

無

5

い

だった

改善

れば

たい

%

無

9

10 15

羽幌町の魅力

11

12

10 15

幌町の不満

ケート調査］

す」及び「医

満足

31.6%

回答

.3%

住み

31

住む気は

ない

31.6%

無回答

5.3%

22

23

20 25

（件）

力

22

20 25

（件）

 

医

 

みたい

1.6%



［（５）企業

 
（５）企業

 

営んでいる

 

営んでい

最も多く、

料品小売」

 

経営者の方

 

性別 

経営者

となって

 

年齢階級

経営者

多く、続い

となって

 

 

従業員数 

 

従業員の

従業員

となって

 

 

従業員数

従業員

て「20 人

比較的

 

 

 

家族従業

家族従

 

業向けアンケ

業向けアン

る業種 

いる業種は、

続いて「建

が 7 件とな

方の性別、年

者の方の性別

ています。 

級 

者の方の年齢

いて「70 歳以

ています。 

の有無 

員の有無は、「

ています。 

数 

員数は、「10

人未満」が

的な小規模な

業員数 

従業員数は、

ケート調査］

ンケート調査

「その他サー

設会社・工事

なっています

年齢 

は、「男性」が

 

齢階級は、「6

以上」が 23.

「いる」が 84

人未満」が

21.0％とな

事業所が多

「１人」が 4

 

 

査 

ービス」が 1

事」が 13 件

す。 

が 82.2％、「

60 歳代」が

3％、「40 歳

4.9％、「いな

が 62.9％と最

なっています

い状況となっ

47.2％とな

14 

7 件と

件、「食

「女性」が 9.6

34.2％と最

歳代」が 19.2

ない」が 15.1

最も多く、続

す。 

っています。

っています。

建

その

6％

最も

2％

1％

続い

 

。 

女

9

3

未

6

0

食料品小売

設会社・工事

の他サービス

女性

.6%

無回答

8.2%

60歳代

34.2%

70歳以

上

23.3%

無回答

2.7%

い

84

いない

15.1%

20人

未満

21.0%

30人

未満

6.5%

40人

未満

4.8%

50人

未満

1.6%

2人

16

3人

16.7%

4人

13.9%

5人

2.8%

7

5 1

男性

82.2%

30歳代

2.7%

40歳代

19.2%

50歳代

17.8%代

%

いる

4.9%

い

%

10人

未満

62.9%

60人

以上

3.2%

1人

47.2%

人

.7%

6人

2.8%

13

17

0 15

（

7

20

件）



 
町外

町

「い

町外

町

って

 

 

従業員

 

従業

が 11

おり、

想が

20.3

従業

多い状

 

 

後継者

 

後継

で運営

く、続

継者の

せても

 

 

事業活

 

企業

つと考

援」と

と最も

ンドの

規創業

援」と

がそれ

外から通勤し

町外から通勤

いる」が 35

外から通勤し

町外から通勤

ています。 

員の年齢構成

業員の年齢構

1.0％に対し

、「70 歳以上

0％、「60 歳

3％に対し理

業員の若返り

状況です。 

者の状況 

継者の状況は

営をやめよう

続いて「子ど

の予定が立っ

も良い」が

活性化等に役

業の事業活性

考えられる支

と「住宅確保

も多く、続い

の育成・認証

業に対する経

と「女性の雇

れぞれ 18 件

している従業

勤している従

5.6％となっ

している従業

勤している従

成、理想の年

構成は、「30

し理想が 23

上」の現在が

歳以上 70 歳

理想が 7.2％

りを理想とし

は、「後継者

うと思ってい

どもが後を継

っていないが

11.0％とな

役立つ施策 

性化や新たな

支援内容は、

保の支援」が

いて「農水産

証とＰＲ支援

経営アドバイ

用促進の支援

件となってい

業員の有無

従業員の有無

っています。

 

業員数 

従業員数は、

年齢構成 

0 歳未満」の

.8％と倍増

が 3.3％に対

歳未満」の現

％となってい

している事業

者がいないた

いる」が 26

継ぐ予定」が

が、希望者が

なっています

な事業展開に

「観光振興策

がそれぞれ 2

産物の新たな

援」が 19 件

イスや融資等

援（子育て支

います。 

15

無は、「いない

 

26 事業所で

の現在

して

対し理

現在が

ます。 

業所が

め、自分の代

6.0％と最も

が 20.5％、「

がいれば継承

す。 

に役立

策の支

24 件

なブラ

件、「新

等の支

支援）」 女

新

農

理想

現在

凡例

齢

い」が 64.4％

で 97 人とな

代

も多

「後

承さ

性の雇用促進の

支援）

新規創業に対する

スや融資等

農水産物の新たな

成・認証とＰＲ

住宅

観光振

23.8%

11.0%

30歳未満

0% 20

想

在

例

［（５）企業

その他

11.0%

考える年

齢ではな

い

12.3%

無回

5.

％、

な

0

の支援（子育て

る経営アドバイ

の支援

なブランドの育

Ｒの支援

宅確保の支援

振興策の支援

42.6%

30歳以上

50歳未満

5

6

0% 40%

業向けアンケ

子どもが

継ぐ

20.5%

従業

継

9
自分の代

でやめる

26.0%

回答

.5%

い

3
いない

64.4%

5 10 15

49.7%

22.9%

50歳以上

60歳未満

60歳

70歳

60%

ケート調査］

が きょうだ

などが継

ぐ

4.1%業員が

継ぐ

9.6%

希望者が

いれば

11.0%

いる

5.6%

18

18

19

24

24

5 20 25 3

（件）

19.3%

% 20.3%

歳以上

歳未満
70歳以

80%

 

だい

継

が

0

）

7.2%

3.3%

以上

100%



［（５）企業向けアンケート調査］ 
 

16 

若者やＵＩＪターンによる人材雇用や人口減少対策等についての意見 

 

代表的な意見として、「雇用支援」、「新たな産業としてベントナイト・ゼオライトの事業展開」

及び「海産物、農作物、サフォークなどのブランド化、付加価値化」があげられます。 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


